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6
月
7
日
、
建
設
ア
ス
ベ
ス
ト

訴
訟
で
は
、
全
国
10
の
地
方
裁
判

所
で
建
材
企
業
に
対
し
て
一
斉
提

訴
を
し
ま
し
た
。
提
訴
し
た
の
は

原
告
数
で
1
9
0
人
（
東
京
土
建

は
39
人
）
で
す
。

東
京
で
は
、
午
前
11
時
か
ら
東

京
地
裁
前
で
集
会
を
開
催
。
中
村

隆
幸
首
都
圏
建
設
ア
ス
ベ
ス
ト
訴

訟
統
一
本
部
長
（
東
京
土
建
委
員

長
）
は
「
ニ
チ
ア
ス
を
始
め
と
す

る
建
材
メ
ー
カ
ー
は
被
害
者
の
早

期
救
済
に
踏
み
出
そ
う
と
し
な
い

ば
か
り
か
裁
判
の
引
き
延
ば
し
を

く
わ
だ
て
、
不
当
な
対
応
を
続
け

て
い
る
。
建
材
企
業
の
ア
ス
ベ
ス

ト
被
害
へ
の
責
任
は
国
以
上
に
重

い
。
今
回
の
訴
訟
は
、
建
材
企
業

に
対
し
て
は
真
摯
な
謝
罪
、
訴
訟

の
早
期
解
決
、
す
べ
て
の
被
害
者

を
全
面
的
に
救
済
す
る
制
度
へ
の

参
加
を
決
断
さ
せ
る
こ
と
と
、
被

害
の
全
面
救
済
を
広
く
世
論
に
訴

え
る
意
義
を
有
し
て
い
る
。原
告
、

弁
護
団
、
支
援
団
体
は
団
結
を
固

め
、
奮
闘
し
よ
う
」
な
ど
と
あ
い

さ
つ
し
ま
し
た
。

新
規
メ
ー
カ
ー
訴
訟
の
原
告
を

代
表
し
て
戸
根
山
仁
志
さ
ん
（
足

立
）
は
決
意
表
明
で
「
裁
判
で
法

的
責
任
が
確
定
し
た
に
も
関
わ
ら

ず
し
ん
し
な
謝
罪
を
拒
否
す
る
建

材
企
業
を
断
罪
さ
せ
た
い
」
と
述

べ
ま
し
た
。

集
会
参
加
者
は
原
告
ら
を
先
頭

と
す
る
入
廷
行
進
を
拍
手
で
見
送

り
、
提
訴
報
告
集
会
が
開
か
れ
る

星
陵
会
館
に
移
動
し
ま
し
た
。

解
体
の
企
業
責
任

認
め
ら
れ
ず

6
月
3
日
、
最
高
裁
判
所
第
2

小
法
廷
で
首
都
圏
建
設
ア
ス
ベ
ス

ト
訴
訟
・
神
奈
川
2
陣
の
判
決
が

あ
り
ま
し
た
。
原
告
5
人
の
う
ち

1
人
は
東
京
高
裁
に
差
し
戻
し
な

り
ま
し
た
が
、
4
人
に
つ
い
て
は

請
求
を
棄
却
し
ま
し
た
。
4
人
の

判
決
は
解
体
作
業
に
従
事
し
た
被

災
者
に
対
す
る
建
材
メ
ー
カ
ー
の

責
任
を
免
罪
す
る
も
の
で
き
わ
め

て
不
当
な
も
の
で
す
。

最
高
裁
正
門
前
で
集
会
を
開

き
、
原
告
と
弁
護
団
を
送
り
出
し

た
支
援
す
る
仲
間
た
ち
は
、
田
渕

大
輔
弁
護
士
の
判
決
の
報
告
を
聞

い
た
後
に
、
怒
り
の
シ
ュ
プ
レ
ヒ

コ
ー
ル
を
響
か
せ
ま
し
た
。

原告を中心に東京地裁へ入廷行進。
前列右から3人目は中村統一本部長訴える塩野さん（右から3人目）

5
月
30
日
、
新
宿
駅
西
口
で
全

建
総
連
東
京
都
連
は
「
消
費
税
率

引
き
上
げ
反
対
」
「
イ
ン
ボ
イ
ス

制
度
は
中
止
を
」
を
掲
げ
て
宣
伝

行
動
を
行
な
い
ま
し
た
。
こ
の
行

動
に
は
3
組
合
か
ら
24
人
（
東
京

土
建
は
8
人
）
の
仲
間
た
ち
が
参

加
し
ま
し
た
。

行
動
参
加
者
が
、
「
税
の
3
原

則
は
中
立
、
公
平
、
簡
素

さ
ら

な
る
消
費
税
引
き
上
げ
に
Ｎ
Ｏ
を

!!
」
な
ど
と
書
か
れ
た
チ
ラ
シ
の

入
っ
た
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
配
布
す
る

中
で
、
宣
伝
カ
ー
の
上
か
ら
は
山

本
高
明
執
行
委
員
（
東
京
土
建
専

従
常
任
中
執
）
の
司
会
の
も
と
、

5
人
の
弁
士
が
さ
ま
ざ
ま
な
観
点

で
消
費
税
率
引
き
下
げ
を
求
め
て

訴
え
ま
し
た
。
塩
野
操
執
行
委
員

（
東
京
土
建
常
任
中
執
）
は
消
費

税
が
社
会
保
障
の
た
め
に
使
わ
れ

て
い
な
い
こ
と
を
批
判
し
、
ま
た

吉
川
豊
執
行
委
員
（
東
京
土
建
専

従
常
任
中
執
）
は
大
企
業
へ
の
税

制
の
優
遇
を
見
直
す
べ
き
だ
、
と

ス
ピ
ー
チ
し
ま
し
た
。

新
宿
で
の
宣
伝
に
先
立
ち
、
有

楽
町
マ
リ
オ
ン
前
、
渋
谷
ビ
ッ
ク

カ
メ
ラ
で
も
同
様
の
宣
伝
を
展
開

し
ま
し
た
。

6
月
2
日
、
東
京
土
建
等
の
全

建
総
連
傘
下
の
7
県
連
組
合
50
人

で
、
建
設
ア
ク
シ
ョ
ン
の
中
小
企

業
庁
要
請
を
行
な
い
ま
し
た
。
中

小
企
業
庁
、
経
済
産
業
省
、
資
源

エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
か
ら
は
6
人
の
職

員
が
出
席
。
要
請
内
容
は
、
給
付

金
関
係
と
資
材
不
足
・
高
騰
問
題

で
9
項
目
を
掲
げ
た
も
の
で
す
。

給
付
金
関
係
で
は
、
事
業
復
活

支
援
金
を
わ
ず
か
半
月
余
り
延
長

し
た
程
度
で
、
要
請
内
容
に
積
極

的
に
答
え
る
回
答
が
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
各
組
合
の
参
加
者
か
ら

「
給
付
金
の
登
録
確
認
機
関
の
金

融
機
関
で
は
融
資
、
商
工
会
議
所

で
は
入
会
を
申
請
の
条
件
と
し
て

い
る
。
給
付
金
の
趣
旨
か
ら
す
る

と
本
末
転
倒
な
の
で
は
な
い
か
」

「
売
上
減
少
を
指
標
に
し
て
い
る

給
付
基
準
は
現
在
の
状
況
を
ふ
ま

え
て
い
な
い
」「
事
業
復
活
支
援
金

で
不
支
給
に
あ
っ
た
ケ
ー
ス
に
、

明
解
な
説
明
が
さ
れ
て
い
な
い
」

な
ど
現
状
で
の
問
題
を
き
び
し
く

指
摘
し
な
が
ら
、
コ
ロ
ナ
禍
に
加

え
て
ウ
ク
ラ
イ
ナ
問
題
な
ど
を
考

慮
し
た
中
小
零
細
企
業
に
対
す
る

新
し
い
支
援
金
制
度
を
創
設
す
る

こ
と
を
強
く
要
求
し
ま
し
た
。

「
垂
木
は
２
倍
」

「
接
着
剤
な
い
」

資
材
不
足
・
高
騰
の
問
題
で
は
、

給
湯
器
な
ど
は
メ
ー
カ
ー
団
体
に

適
切
な
対

応
を
指
示

し
、
一
定

の
改
善
が

さ
れ
て
い

る
と
の
回

答
が
あ
り

ま
し
た
。

組
合
側
は

「
人
感
セ

ン
サ
ー
の

部
品
は
20

個
頼
ん
で

も
納
品
は

2
〜
3

個
」
「
垂

木
の
値
段

は
倍
加
し
て
い
る
」
「
大
手
に
材

料
は
入
っ
て
い
て
も
、
中
小
企
業

に
は
回
っ
て
き
て
い
な
い
」
「
ク

ロ
ス
の
接
着
剤
が
不
足
し
、
取
り

合
い
に
な
っ
て
い
る
」
な
ど
、
仲

間
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
深
刻
な
実
態

を
突
き
つ
け
、
資
材
の
国
内
生
産

を
進
め
る
な
ど
の
抜
本
的
な
対
策

を
要
望
し
ま
し
た
。

来
賓
と
し
て
、
奈
良
統
一
全
建

総
連
書
記
次
長
、
堀
井
晶
東
京
都

連
書
記
長
、
笠
井
亮
、
岩
渕
友
、

宮
本
徹
（
い
ず
れ
も
共
産
党
）
の

国
会
議
員
が
出
席
し
ま
し
た
。

資材不足・高騰問題で追及する
東京土建の佐藤豊副委員長

【
杉
並
・
書
記
・
喜
多
正
之
通

信
員
】
東
京
電
力
の
電
気
メ
ー
タ

ー
交
換
工
た
ち
が
、
会
社
か
ら
の

不
当
な
首
切
り
や
仕
事
の
削
減
に

対
し
全
労
連
・
全
国
一
般
労
組
・

計
器
工
事
関
連
分
会
に
結
集
し
て

闘
っ
て
い
る
事
件
の
続
報
で
す
。

中
央
労
働
委
員
会
は
5
月
16
日
、

①
団
体
交
渉
に
応
じ
る
こ
と
②
不

当
行
為
を
繰
り
返
さ
な
い
謝
罪
文

を
掲
示
す
る
こ
と
を
ワ
ッ
ト
ラ
イ

ン
サ
ー
ビ
ス
社
に
命
じ
ま
し
た
。

命
令
は
2
つ
の
点
で
異
例
と
言

え
る
内
容
で
す
。
ひ
と
つ
は
、
形

式
上
請
負
で
働
く
交
換
工
た
ち
の

労
働
実
態
に
し
っ
か
り
踏
み
込

み
、
細
か
い
事
実
認
定
の
う
え
で

①
実
質
的
に
事
業
組
織
に
組
み
入

れ
ら
れ
、
②
契
約
内
容
の
一
方
的

・
定
型
的
決
定
、
③
報
酬
の
労
務

対
価
性
、
と
い
う
最
高
裁
判
決
に

沿
っ
て
、
交
換
工
を
労
働
組
合
法

上
の
労
働
者
と
認
め
た
点
。

も
う
ひ
と
つ
は
、
団
体
交
渉
を

拒
否
し
、
仕
事
を
削
り
契
約
を
打

ち
切
る
な
ど
の
差
別
で
組
合
を
痛

め
つ
け
て
き
た
こ
と
も
支
配
介
入

（
労
働
組
合
を
弱
体
化
さ
せ
る
会

社
側
の
工
作
）
で
あ
り
不
当
労
働

行
為
だ
と
し
て
断
罪
し
た
点
で

す
。
裁
判
で
も
揺
る
ぎ
難
い
事
実

認
定
及
び
判
断
と
い
え
ま
す
。

命
令
後
、
5
月
20
日
に
組
合
側

は
再
度
団
体
交
渉
を
申
し
入
れ
ま

し
た
が
、
ワ
ッ
ト
ラ
イ
ン
サ
ー
ビ

ス
社
は
中
央
委
命
令
に
背
き
、
交

渉
を
拒
否
。
親
会
社
の
東
光
高
岳

や
グ
ル
ー
プ
元
の
東
電
も
話
し
合

い
に
す
ら
応
じ
ま
せ
ん
。
公
益
事

業
に
関
わ
る
東
電
な
ど
の
責
任
が

問
わ
れ
ま
す
。

横断幕を掲げる集会参加者

「
7
月
か
ら
の
都
立
・
公
社
病

院
の
独
法
化
中
止
」
を
求
め
る
都

議
会
包
囲
大
集
会
が
、5
月
27
日
、

東
京
都
庁
第
一
本
庁
舎
前
歩
道
で

開
催
さ
れ
、
2
0
0
人
（
東
京
土

建
は
1
0
3
人
）
が
参
加
し
ま
し

た
。今

年
3
月
、
35
万
筆
の
署
名
を

踏
み
に
じ
り
、
自
民
党
、
都
民
フ

ァ
ー
ス
ト
の
会
、
公
明
党
、
維
新

の
会
の
賛
成
多
数
で
独
法
化
が
可

決
・
成
立
し
ま
し
た
。
し
か
し
な

が
ら
、
小
池
知
事
は
独
法
化
に
反

対
す
る
会
派
か
ら
の
質
問
に
は
、

ま
と
も
な
反
論
も
で
き
ず
、
最
後

は
コ
ロ
ナ
対
策
を
強
化
す
る
た
め

だ
と
苦
し
紛
れ
に
答
え
ま
し
た
。

都
立
・
公
社
病
院
の
独
法
化
の

真
の
目
的
は
、
東
京
都
の
経
費
削

減
に
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
都
立

病
院
は
高
度
先
進
医
療
を
担
い
、

都
民
の
最
後
の
砦
と
し
て
の
役
割

を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。
と
こ
ろ

が
独
法
化
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、

こ
う
し
た
予
算
が
削
減
さ
れ
、
利

益
優
先
の
病
院
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
こ
の
動
き
を
何
と
し
て
も

止
め
て
、都
民
が
こ
れ
ま
で
通
り
、

安
心
し
て
治
療
を
受
け
ら
れ
る
よ

う
都
立
・
公
社
病
院
の
独
法
化
を

阻
止
す
る
声
を
都
庁
へ
向
け
て
発

し
ま
し
た
。

中労委命令後の記者会見で質問
に答える関口計器工事関連分会
書記長（村山大和支部所属）

アスベスト

都議会を包囲し抗議
公的病院の独法化中止せよ

１０
地
裁
で
１
９
０
人
一
斉
提
訴

建設
アクション

中
企
庁
等
に
要
請

給
付
金
と
資
材
問
題
で

ワ
ッ
ト
社
に
中
労
委
命
令

交
換
工
は
労
働
者

大企業優遇見直せ
消費税率引き上げＮＯ

東
京
都
連

求

人

求

職

企
業
の
逃
げ
切
り
許
さ
ず

企
業
の
逃
げ
切
り
許
さ
ず


